（記入例）
○○市（町）木造住宅耐震補強計画提案書
平成　　年　　月　　日
（住宅所有者氏名）　　様
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　あなたのご自宅を耐震診断した結果、倒壊する（可能性がある・可能性が高い）と判定されましたので、その補強のための計画を下記のとおり提案します。

なお、この提案書は、補強のため必要となる工事費を概算するための一例ですので、補強内容や、工事費については、変動することをご理解ください。

今後、耐震改修工事の実施を検討する場合は、改めて、補強設計を行うことをお勧めいたします。
なお、補助金などのご相談は、お住まいの市役所・役場までご相談ください。
記
Ⅰ　上部構造の補強（例）
【補強計画図】１階
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【補強計画図】２階






（記載上の注意）

	診断報告書での評点を基に、住宅所有者に最も負担（工事費、使い勝手、工事中の制約等）をかけないであろう補強方法を提案する。


Ⅱ　上部構造以外の補強の例（基礎補強を提案する場合）


（記載上の注意）
	診断報告書で、地盤・地形・基礎に対して注意している場合、その補強方法等をわかりやすく説明する。
※基礎補強を選択するか、コスト面から、基礎は補修程度に留め、上部構造の補強で補うことを

選択するかは、現地の状況や、施主の意向を踏まえ、診断技術者の判断によります。


Ⅲ　補強後の診断評点（上記補強（例）の場合）

	階
	方向
	（補強前）
	（補強後）

	
	
	評点
	判定
	評点
	判定

	２階
	Ⅹ
	０．９２
	一応倒壊しない
	１．４８
	一応倒壊しない

	
	Ｙ
	０．８８
	倒壊しない
	１・５２
	倒壊しない

	１階
	Ⅹ
	０．８４
	倒壊する可能性がある
	１．０５
	一応倒壊しない

	
	Ｙ
	０．７２
	倒壊する可能性がある
	１．０７
	一応倒壊しない


Ⅳ　概算工事費（例）
	場所
	改修内容
	数量
	工事費
	備考

	上部構造
	耐力壁の増設
	１ヶ所
	○○○円
	

	　　〃
	金物補強
	一式
	○○○円
	

	基礎補強
	
	一式
	○○○円
	

	基礎
	クラック補修
	一式
	○○○円
	

	経費
	
	一式
	○○○円
	

	（合計）
	○○○円
	（税込）


※上記は、補強に必要となる工事費の目安をお知らせするための一例ですので、今後、耐震改修設計（補強設計）を行うに当たり、補強内容や工事費が、変動する可能性があることをご理解ください。
（耐震診断技術者）


診断登録事務所名称：


技術者氏名　　　　：　　　　　　　　　　　　印





筋交(90×45)の追加（10箇所）





布基礎の増打補強　（約7.2ｍ）





筋交(90×45)の追加（8箇所）
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布基礎の構造補強：L＝5.4ｍ（位置は平面図参照）








